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提案の要旨

テーマ：高齢者の健康づくり

高齢者の居場所づくり

商業施設における居場所づくり事業
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１.提案の背景

課題：高齢化

社会保障費の増加

介護施設また労働力の不足

高齢者とその家族の心身の負担 等



１.提案の背景

現状

これから

高齢者 依 存 医療・介護サービス

高齢者 予 防 健康づくり活動



２.提案の目標

活動への参加促進のために

参加したくなる需要のある活動



２.提案の目標

活動を支えるために

高齢者

行政

学生民間



３.現状分析

高齢者の健康のための取り組み

高齢者の健康度別の外出・会話の頻度



高齢者の健康のための取り組み

0 50 100

特に心掛けていることがある

特に心掛けていることはない

栄養のバランスの取れた食事をとる

健康診査などを定期的に受ける

休養や睡眠を十分にとる

散歩やスポーツをする

気持ちをなるべく明るくもつ

趣味をもつ

医療・健康に関する知識を持つ

地域の活動に参加する

酒やタバコを控える

その他

２０％未満！

（％）

※複数選択

内閣府 「平成２９年高齢者の健康に関する調査」より



高齢者の健康度別の外出の頻度
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良い

まあ良い

普通

あまり良くない

良くない

ほとんど毎日 2~3日に1回 週に1回 月に1~2回 ほとんど外出をしない

健康な人ほど外出の頻度が多い！
内閣府「平成30年版高齢社会白書(全体版)第３節＜視点２＞先端技術などで拓く高齢社会の健康



高齢者の健康度別の会話の頻度
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

良い

まあ良い

普通

あまり良くない

良くない

ほとんど毎日 2~3日に1回 週に1回 月に1~2回 ほとんど会話をしない

健康な人ほど会話の頻度が多い！
内閣府「平成30年版高齢社会白書(全体版)第３節＜視点２＞先端技術などで拓く高齢社会の健康



４．宇都宮市の現状

宇都宮の高齢化率

宇都宮の要介護率

宇都宮の居場所づくり事業

宇都宮市の高齢者の課題



宇都宮市の高齢化率

14.51%

14.06%

13.47%

66.64%

64.19%

61.73%

18.84%

21.75%

24.80%

2009年

2014年

2019年

14歳未満人口 15歳～64歳人口 65歳以上人口

宇都宮市統計データ「年齢別人口」

６５歳以上人口が増加傾向



宇都宮市の要介護認定率

厚生労働省「平成28年度介護保険事業状況報告」

宇都宮市の要介護認定率は１５．８％

29.8% 34.2% 35.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

内訳

要支援１＋２ 要介護１＋２ 要介護３＋４＋５



宇都宮市の居場所づくり事業

宇都宮市老人クラブ連合会（あおいちょう宇都宮）

４つの活動目的を軸として活動

・生きがいづくり

・仲間づくり

・健康づくり

・地域づくり

問題点

5年でおよそ2,000人減少



宇都宮市の居場所づくり事業

ふれあい・いきいきサロン

活動内容：
参加者と運営スタッフの話し合いのもと、
自由にプログラムを作っている

問題点：
・興味のない高齢者が参加し
づらい
・場所と資金の不足

宇都宮市社会
福祉協議会

子ども

障害者

高齢者

宇都宮市社会福祉協議会にてヒアリング



宇都宮市の居場所づくり事業

現状の運営体制では活動に限界

より大きな協力や支援が必要



宇都宮市の高齢者の課題

高齢者の困りごと 買い物

買い物難民

・家族が代行
・宅配サービス

・外出減少！
・刺激不足！

宇都宮市社会福祉協議会にてヒアリング



５．民間と連携した事業例

イオングループ

イオンタウンビッグ那須塩原店



イオングループ

ウォーキングコースや足湯の
設置

早朝の来店や歩数に応じた
ポイント

体操教室や食のセミナー、
発表会などのイベント

行政や医療機関と連携し、
巡回バスや相談窓口設置



イオンビッグ那須塩原店

子ども向けのイベントや子育てサロンの開催

子育てコンシェルジュが常駐し、育児相談への対応等
を行っている



６．事業提案

居場所を作る



宇都宮市陽東地区

宇都宮中心部から徒歩1時間(約4km)

陽東1～8丁目・石井町 総人口18,400人

近隣に工業団地(清原・平出)

宇都宮大学陽東キャンパスが所在



ベルモール

宇都宮市陽東にあるショッピングモール

イトーヨーカドーを中心にアパレル、雑貨屋、飲食店な
ど 100 店舗以上のテナント

宇都宮大学陽東キャンパスからは徒歩 3 分

多くの学生が放課後や講義の空き時間に訪れている



ベルモール×高齢者

フィットネススタジオや入浴施設が併設

施設全体がバリアフリー化

空調も整備

1 日 8,000～10,000 歩、20 分程度の

ウォーキング(厚労省)

買い物 ついでに
安全で効果的な運動



宇都宮大学

宇都宮大学陽東キャンパス

地域デザイン科学部(2015～)

地域のリーダー育成

宇都宮大学→地域の知の拠点・地域連携

大学生の力が十分に活用されていない

宇都宮市の 中心市街地まで遠い！

やる気のある人とない人の格差



関係のある主体

運営団体

宇都宮市

ベルモール

大学生

市民



運営団体

運営団体「おはなみひろば ベルモール」

参加者

・元気な高齢者や活動に共感した市民

・高齢者の居場所づくりに携わった経験者や

民生委員、福祉協力員の協力

・宇都宮市・社会福祉協議会の援助



運営団体

活動内容

・ベルモール内でのサロン活動

・体操教室やセミナーの開催

・ ボランティアのあっせん



主体

運営団体

ベルモール内の
テナント

補助

宇都宮市
宇都宮市
社会福祉
協議会

試食会や
展示会の実施

運営

買い物
サロン

ボランティ
アの依頼

地域住民ボランティア
に参加

買い物

大学生

報酬

周遊コース
の設置



ボランティア

ボランティアの内容はベルモール内でできること

・買い物の手伝い、話を聞く

ボランティア紹介施設？

便利屋？

ボランティア・地域活動のいりぐち

・参加の時間的・意識的なハードルを下げる



宇都宮市まちづくり
活動応援事業

2019年11月からスタート

登録された団体で活動するとポイントがたまる

バスカード・図書カードなどに交換



波及効果
高齢者
やりがい
生きがい

行政
イメージアップ
社会保障費の削減
新事業の宣伝

大学生
多様な価値観を学べる
就活での話題作り
ポイントの報酬(ボランティ
ア)

市民
多世代交流

ベルモール
利用者の増加
ＣＳＲ



今後の課題

今回の提案はベルモール(大型ショッピングモール) が

拠点

どの地域にも、これほど大きな施設がある訳ではない。

スーパーなどの規模の狭い店では？

それすらない地域では？



ご清聴ありがとうございました


